































































































































































































































































































































1 7 23.4 -1.1 11 36.6 1.1
2 ▽ 1 3.3 -2.3 ▲ 7 23.3 2.3
3 9 30.0 1.2 5 16.7 -1.2
4 ▲ 9 30.0 2.3 ▽ 2  6.7 -2.3










200未満 1 22 31 20 2 9 15 8 22
200 ‐
400
6 1 5 5 7 3 4
401以上 1 1 2 2
─  207  ─













































































































































































川 1978; 木下 1981）．今回の作文でCNは 3 ，4 段落で，
JPは 1 ， 2 段落で作成した者が多かった．意見文の
構造からみれば 3 ， 4 段落が適切であるので，JPよ
りもCNのほうが段落への意識が強いと考えられる．




















たのは同じ流れで 3 段落構成であった（ 4 名）．一方，
JPは 3 段落構成に「問題提起―実証―意見」の流れ
で作成した人が多かった（ 4 名）．次に多かったのは





頭型 0 （0.0） 0 （0.0）
中型 3 (10.0） 1 （3.3）
尾型 16 (53.3） 14 (46.7）
頭尾型 2 （6.7） 10 (33.3）
頭中型 0 （0.0） 0 （0.0）
中尾型 6 (20.0） 4 (13.4）
分散型 0 （0.0） 0 （0.0）
非明示型 3 (10.0） 1 （3.3）
合計 30 （100） 30 （100）
網掛けは主張の文の出現位置を示す．
─  209  ─











あるかを調べた．ここでは 3 ， 4 段落による論理的な
文章の構成を分析した．JPは200字未満の項目のみに
使用があったが，CNは201から400字の使用があった．





















した．CNは「 1 段落構成＋尾型」（ 7 名）が多かっ
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